
領域 評価項目
評価の観点

（具体的な評価項目）
具体的目標 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

基本的生活習慣の確立が図れ
たか

・延べ遅刻者数の前年度比３割減、全体
出席率９８．５％以上、特別指導者数の前
年度比３割減をめざす。

Ｂ

・遅刻者数は前年度より若干増えたが、出席率は９
７．９％と前年度の９７．１％より良くなった。しかし、
目標の９８．５％は達成できなかった。
・特別指導者数は、前年比の４割で激減した。

・遅刻が多かったり欠席が続く生徒に対し、なお一
層の家庭状況等の把握と情報共有に加え、組織的
かつ保護者と連絡を密にした指導に努める。
・特別指導件数の減少に向けては、更なる部活動
加入や資格取得等の推進から、基本的生活習慣の
確立につなげたい。

挨拶マナーアップに取り組めた
か

・生徒の８０％以上が好感の持てる挨拶の
励行に取り組めたと実感できるようにな
る。

Ｂ

・生徒アンケートで挨拶励行ができたと答えた者が
７３．３％であった。日頃の生徒の状況やマナー指
導に対するアンケートでは、保護者・職員ともに前
年と比べると改善されている。

身だしなみマナーアップに取り組
めたか

・生徒の８０％以上が服装や頭髪のマナー
アップに取り組めたと実感できるようにな
る。

Ｂ

・生徒アンケートで相応しい身だしなみができている
と答えた者が７５．３％であった。しかしながら、日頃
の生徒の状況や職員アンケートではまだ徹底して
いないとの評価となっている。

マナーアップに向けて、職員一丸
となって指導に取り組めたか

・マナーアップに向けて全職員が意識を
もって指導に取り組む雰囲気をつくる。 Ｂ

・アンケートでは７５．１％の職員が組織的に取り組
めていると回答している。少しずつではあるが、縦
横の連携が図られつつある。

・学年・学科・分掌の連携により生徒指導の共有化
を図り、マナーアップを意識して挨拶や身だしなみ
指導を組織的に行っていきたい。

●心の教育
他人を思いやる気持ちや豊かな
心の育成が図られたか

・他人への思いやりのある言動がとれる生
徒９０％以上をめざす。

Ｂ

・生徒アンケートでは、他人の立場に立った言動を
心がける割合は、目標の９０％以上には届かなかっ
たが、８２．６％と高まっている。

・地域連携の活動やボランティア等のイベント的な
取組に加え、日々のＨＲ活動での周囲との関わりを
とおして豊かな心の育成に努める。
・動植物が教材の農業高校の強みを生かし、引き
続き意識を持って「命の教育」につながる実習指導
に努める。

●いじめ問題への対応
いじめの根絶に向けた、生徒の
意識向上が図れたか

・「いじめは絶対に許されない」という意識
を持つ生徒１００％をめざす。

Ｂ

・いじめ防止の標語を校内各所の掲示板に掲示し、
日頃からいじめ防止の意識を持たせる指導を行っ
てきた。
・職員による校内巡回等を組織的に行い、生徒たち
の行動の死角となる面を減らすことで、いじめ防止
の取り組みを行った。

・SNSによるいじめ防止に向けて、安易な書き込み
が相手を傷つけることを、HRや集会、講演等をとお
して教育していく。
・生徒の細かな変化も見逃さないよう、職員の情報
共有と連携を行い、組織的な対応に取り組む。

●健康・体つくり
望ましい食習慣と食の自己管理
能力の育成が推進されたか

・朝食を摂って登校する生徒の割合を９
０％以上にする。

Ｂ

・保健だよりやＰＴＡ総会資料等で朝食についての
重要性を紹介し、望ましい食習慣の形成ができるよ
うに促した。朝食に関するアンケートの結果、８２％
の喫食率で、昨年度より５％の増加となった。

・朝食の喫食率は昨年度より５％増の８２％となっ
たが、目標の９０％以上には届かなかった。就寝時
間と起床時間が遅いため、朝食を摂れない生徒が
多い。生活リズムを整え、自己管理できるよう働き
かけることが今後の課題であると考える。

・LHRでいじめ防止のための標語づくりを行
い、校内に掲示し、いじめを許さない雰囲気づ
くりに努める。
・日々のＨＲ等で、初期のいじめ事象発見に努
めるとともに、ＨＲや学年集会等で、いじめ防
止と人権尊重についての指導を徹底する。

・少しずつ改善されつつあるが、地域の評価を含
め、なお一層の努力が必要な状況にある。今後、生
徒自らの意志で相応しい挨拶・身だしなみ等がとれ
るよう、指導の在り方をあらためて検討する。併せ
て、学年・学科・分掌が連携し組織的な指導となる
よう、課題の共有と意識の統一を図る。
・身だしなみについて、表面上の改善だけでなく、内
面的な部分での意識改善に取り組む。特に、新高
校での両キャンパスでの差が生じないように、両校
での統一した指導を積極的に行っていく。

・地域連携の取組やボランティア活動における
地域の方々とのふれあいに加え、人権・同和
教育に関する講演会や日々のＨＲ等をとおし
て、人間性豊かな生徒の育成を図る。

・毎週火曜日、全職員での校外登校指導を実
施し、校外での身だしなみと交通安全指導、マ
ナーアップ指導を行う。教

育
活
動

・生徒一人一人が人間関係を築く上で、「な
ぜ、挨拶が必要であるか」を十分理解させ、挨
拶の指導を集会や授業で行う。
・社会人として必要な言葉使い、ビジネスマ
ナーを日ごろの教育活動で指導する。

３　目標・評価

具体的方策

・保健だよりを毎月発行するとともに、朝食に
関するアンケートを実施し、朝食を摂ることの
大切さを理解させる。
・面談等をとおして保護者に理解を求める。

○生徒指導

・日々のHR指導の中で、規則正しい生活と時
間を守ることの大切さ繰り返し指導する。
・学年・学科・分掌の連携による生徒情報の共
有と、組織的な指導体制の確立を図る。

・日々の「チェックカード」による個別指導を全
職員の共通理解と共通指導により実践し、保
護者と連携した正常化を図る。
・全校集会を効果的に実施し、生徒の意識向
上を図る。
・日々のＨＲや学年集会をとおして、マナー
アップに向けた指導と雰囲気づくりに努める。

令和元年度佐賀県立伊万里農林高等学校（佐賀県立伊万里実業高等学校　農林キャンパスを含む）学校評価結果

①基本的生活習慣の確立とマナーの向上

○知・徳・体の調和のとれた人格の完成を目指すとともに、
農業教育を通して豊かな心・勤労観・職業観を育み、地域社
会の発展に貢献できる人材を育成する。
○初代校長が示された「綱領」５か条（至誠一貫、勤労の習
慣、敢為進取、規律遵守、心身鍛錬）を基本とする学校生活
づくりをめざす。

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

〇スローガン「農林　マナーアップ宣言」
　・挨拶マナーアップ　・身だしなみマナーアップ　・学ぶ姿勢マナーアップ

　①基本的生活習慣の確立とマナーの向上
　②魅力ある学科づくりと地域とのつながりの推進
　③学力向上
　④希望進路実現１００％達成
　⑤危機管理意識の向上
　⑥部活動の推進とボランティア活動の充実
　⑦働き方改革の推進



領域 評価項目
評価の観点

（具体的な評価項目）
具体的目標 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○魅力ある学科づくり
農林業の実習や商品開発・販売
実習の充実が図られたか

・学科の専門学習への興味関心度８０％
以上をめざす。

Ｂ

・生徒の７８．６％が、興味関心をもって専門学習に
取り組んでいると回答した。

・魅力ある実験・実習の展開に向け、引き続き内容
の工夫・改善に取り組むとともに、県内外の学校で
の、特色をもった実践事例の情報収集に努める。ま
た、地域との連携強化に取り組む。

○農業クラブ活動
農業クラブ活動をとおした、専門
教科に関連する知識・技能の向
上が図られたか

・農業クラブ県連大会で、チーム・個人を
含め、５部門以上での最優秀・優秀等の
入賞をめざす。

Ａ

・農業クラブ県連大会の成績は、意見発表１、プロ
ジェクト２、家畜審査１、農業鑑定競技２、フラワー
アレンジメント１と７つの最優秀賞を獲得した。
・全国大会農業鑑定競技では、食品分野で優秀賞
１名の成績を残した。

・次年度も引き続き、校内での選考方法をより一層
よいものに改善し、目標である５部門以上での最優
秀・優秀の入賞を目指す。
・全国大会へ一人でも多くコマを進め、優秀賞を目
指す。

○地域と連携した研究活
動・交流活動

保護者や地域の方の積極的参
加が図られたか

・農業文化祭や学校開放講座を充実さ
せ、来校者・参加者数の増加をめざす。

Ａ

・農業文化祭には１，２００名近くの来校者があり、
本校の学習成果を紹介できた。
・６回開催した学校開放講座や食品化学科のカフェ
にも、多くの地域の方に足を運んでいただき、本校
教育活動への理解につなげることができた。
・生産物販売会の「旬の駅のうりん」を１回にし、今
年度より、地元スーパーの店先で定期販売するよう
にしたが、どちらも多くの地域の方が足を運んでい
ただき、好評であった。

・農業文化祭は、これまで以上に展示の内容や新し
いイベント等の企画と充実に努める。
・学校開放講座については、これまでの内容を更に
充実させた特徴ある講座に努める。
・地域に根付きつつある食品化学科のカフェについ
ては、今後とも定期開催に努める。

中学校へのＰＲの推進されたか

・体験入学参加者数 ２５０人（引率含む）
以上をめざす。
・新高校の教育内容等の周知と広報活動
の充実させる。

Ｂ

・体験入学参加者は１７６名（中学生１５３名、引率・
保護者２６名）と、昨年度の１３２名を上回ったが、
目標には達しなかった。

・体験入学の体験実習内容については、形骸化を
避けるため内容に大なり小なりの変化を加え、学校
側にとっても新鮮味のあるものを準備し、より魅力
的な体験入学となるよう工夫・改善に努める。

学校行事や教育内容の情報発
信がなされたか

・学校だより（至誠）の毎月発行と内容の
充実を図る｡
・学校ホームページを毎月更新する。
・行事やイベントごとに積極的なプレスリ
リースを行う。

Ｂ

・学校だよりは８回発行となり、毎月の発行ができな
かった。
・ＨＰ更新も、月１回程度に留まり、目標が達成でき
なかった。また、携帯版サイトによる情報発信につ
いては、登校時の安全確保に向けて、概ね活用で
きた。

・「学校だより」については、行事の把握・取材・編集
に向けた担当者の意識高揚により、内容の充実を
図る。
・ＨＰ更新は、必ず掲載する行事等をリストアップ
し、タイムリーな更新となるよう努める。
・携帯版サイトについても、なお一層の情報発信に
努める。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的な評価項目）
具体的目標

○教職員の資質向上
授業力の向上と授業改善がなさ
れたか

・生徒のアンケートで、「授業満足」の割合
を８０％以上にする。

Ｂ

・生徒の授業や実習における満足度は７９．９％で
あった。教職員の「わかる授業」に向けた教材研究
や授業改善に取り組んだと回答したのは９０．７％
であったが、授業の工夫に対する生徒の評価は７
４．１％に留まった。

・生徒の「わかる授業」に対する意識と教職員の意
識との間に差があることから、生徒の学力や学習
意欲等の実態に応じた授業改善が望まれる。その
ために、授業の工夫・改善にむけた検討会を積極
的に行うことで、全体の意識向上に努めたい。

●学力向上
基礎学力の向上と定着が図られ
たか

・「朝学習の時間」に主体的に取り組む生
徒の割合を９０％以上にする。
・全生徒の年間での小テスト平均点を７０
点以上にする。

Ｃ

・小テストを金曜日に行い、朝学習の成果を効果的
に反映するように設定した結果、７２．９％の生徒が
前向きに取り組んだと回答した。しかしながら、職員
アンケートでは４６．９％と低かった。
・クラスにより朝学習への取り組みに差があり、小テ
ストの結果のクラス差が顕著であった。

・朝学習に使用する教材を生徒の実態に合わせて
選定し、年間を通した学習計画を設定することで、
更に効果的な学習体系を確立する。
・クラスによる差を改善するために、学年団としての
事後指導を徹底し、全体的な学力と定着率の向上
を図る。

〇教育の質の向上に向
けたＩＣＴ利活用教育の実
施

教職員のＩＣＴ利活用能力向上が
推進されたか

・アンケートで、「積極的なＩＣＴ利活用の授
業実施」に努める教職員の割合を８０％以
上にする。

Ｃ

・職員のアンケートで、積極的に活用した１２．５％、
おおむね活用した５９．４％と、目標を大きく下回っ
た。また、教科によりＩＣＴ利活用頻度にバラツキが
見られる。

・授業の中で、ＩＣＴを利活用する場面やタイミングを
的確に見極められるよう、引き続き研修に努める。
とくに学習用ＰＣについては、デジタル教材の積極
的な利活用はもとより、情報モラル教育の推進を含
め、教科・学科を問わず全体的な技量向上を図る。

・新高校の学習内容がよくわかる、中学生に
とって魅力的な体験入学になるよう検討する。
・新高校のことがよくわかるパンフレットの作成
とPR方法の展開と充実を図る。

・中学生への学科PRも視野に入れた学習の
工夫・改善と新しい分野への取組等に、学科
職員が意識をもって取り組む。

・毎学期「ICTを利活用した授業の公開授業週
間」を設定することで、授業者の利活用意識
の推進と参観者の利活用方法の改善・検討を
図る。

教
育
活
動

・各科の展示内容・体験実習内容の工夫を図
るとともに、生徒が前面にでる校外向け活動
の企画と広報活動に努める。

学
校
運
営

教
育
活
動

・全教諭・講師による公開授業を実施し、参考
となる点や課題､生徒の様子等の情報共有か
ら、全体的な授業力向上につなげる。

③学力向上

・「朝学習」「朝読書」「小テスト」をわかりやすく
年間計画の中に組みこむことで、効果的な朝
の学習体系を確立する。
・分掌・教科・学年団（正副担任）が連携して指
導充実とクラス全体の雰囲気づくり努めるとと
もに、事後指導の充実・徹底を図る。

・特色ある教育活動の集約と編集に向け、各
学科からの情報提供の推進と内容の充実に
努める。
・ＨＰは常に最新の情報掲載に努めるととも
に、携帯版サイトによる情報発信を推進する。

○タイムリーな情報の発
信

②魅力ある学科づくりと地域とのつながりの推進

具体的方策

具体的方策

・校内での選考方法を改善することで、早期の
指導体制を確立させ、徹底した反復練習に取
り組むことで、レベルアップを図る。



領域 評価項目
評価の観点

（具体的な評価項目）
具体的目標 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●志を高める教育
自らの夢や目標の実現に向けて
努力する気持ちを高める教育活
動の充実が図られたか

・自らの夢や目標の実現に向けて努力す
る気持ちがあると答える生徒が８０％以上
を目指す。

Ｂ

・自分の進路目標を考え、意欲的に教育活動に取
り組めた生徒はアンケートで７０％であった。

・学校全体で、生徒に早い段階から進路目標を持
たせ、あらゆる教育活動を通して、生徒に達成感や
充実感を持たせる必要がある。

生徒の希望進路への実現が達
成されたか

・進路決定率１００％（１０年連続）を継続
する。
・国立大学、学科関連大学等への進学者
増を目指す。

Ｂ

・卒業までに３年生ほぼ全員の進路先が決定した。
・私立大学８名、農業大学校４名の実績を残したも
のの、国立大学に進む者はいなかった。
・公務員は２名（市役所１名、自衛官１名）の実績で
あった。

・来年度も引き続き、１年次からの進路啓発に向け
た講演会やＬＨＲ、３年次の全職員による面接指導
等を含め、学校を挙げた指導体制・雰囲気づくりに
努め、全生徒の進路希望実現につなげたい。
・大学進学に向けては、引き続き、進路指導部・学
科・学年が連携した指導の充実に努める一方、今
年度以上の成果が残せるよう、生徒・保護者への
情報提供と進学意識の高揚と啓発に努める。

キャリア教育の充実が図られた
か

・希望進路の早期決定につながるようイン
ターンシップを充実させる。

Ｂ

・３年学年団と進路指導部との連携は十分に取れ
ていたが、学科との連携が不十分であった。また、
生徒の適性に応じた進路指導ができず1次試験で
内定をもらえない生徒がいた。

・各学年との連携を図り、学年に応じた進路指導を
効果的に行う必要がある。特に２年学年はキャリア
教育の一貫としてインターンシップを実施している
が、進路希望と一致していない場合が多く､より学
科と学年との連携をとり､進路に繋がるインターン
シップを実施する｡

領域 評価項目
評価の観点

（具体的な評価項目）
具体的目標 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

○危機管理安全対策
事故防止への意識向上が図られ
たか

・授業・部活動や登下校時の事故（要報告
分）の、前年比半減をめざす。

Ｂ

・部活動休養日と会議等を水曜日に設定し、生徒だ
けの練習にならないよう配慮した。
・校内の外灯の増設、ひさし、壁等の修理を大幅に
行い、夜間の安全確保対策を行った。

・生活事故については、部活動を中心に体育や農
業実習等を含め、危険予知と生徒の安全確保に向
けた指導を徹底する。
・交通事故防止に向けては、交通講話等の実施は
もとより、校外での交通指導を行うことで、安全意識
向上に向けた指導の強化を図る。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的な評価項目）
具体的目標 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○生徒会活動 部活動の推進が図られたか

・１年生は全員部活動加入であり、２，３年
生の部活動加入率も８０％以上をめざす。
・県総体や新人戦等で、昨年以上の大会
入賞をめざす。

Ｂ

・カヌー部は県総体で総合３位に入賞した。九州総
体やインターハイでは個人やチーム競技で出場し
たが受賞にはつながらなかった。太鼓部はさが全
国総文祭や多くのイベントで演舞するなど活躍し
た。
・２，３年生の部活動の加入率は、５４％と目標には
届かなった。

・多くの部活動が一つのチームとなり、２学期以降
活動してきた。しかし、両キャンパス間の移動のた
め、練習時間が短くなっており、それを克服する指
導方法の改善を図り、部活動の活性化につなげた
い。

○ボランティア活動
ボランティア活動に取り組む生徒
の意識が高まったか

・生徒のアンケートで、ボランティア活動の
大切さを理解し、意欲的に取り組む生徒の
の割合を８０％以上にする。

Ｃ

・生徒アンケートでボランティアの意識が高まったと
答える生徒が６４％に留まった。
・今年度は農業文化祭前の清掃ボランティアのみ
開催し、３学期に予定していた地域清掃ボランティ
アが中止となった。

・地域へ出向いての全校ボランティアを、学期ごと
実施したり、商業キャンパスとの合同開催も今後検
討していく。
・部活動や学科でのプチボランティアも、機会を見
つけ実施していく。

・１年次より、進路講演会や進路啓発のため
のガイダンスに取り組むとともに、３年生対象
の面接および、作文指導等を充実させる。
・面接指導を全職員で実施し、学校を挙げた
指導体制・雰囲気づくりに努める。
・大学進学希望者には早い段階から大学見
学、進学指導を実施する。

・進路指導、各学年、各学科が連携し、分掌ご
との行事やキャリア教育を効果的に融合さ
せ、生徒個々人の進路希望の情報共有を密
にすることで、早期の希望進路決定につなげ
る。
・２年次のインターンシップは就職実績のある
企業での実施率を高める。

具体的方策

・授業・部活動での事故防止及び発生時の緊
急体制等に向け、研修会等を実施し、生徒・
指導者の安全確保に対する意識を高める。
・校内各所の安全点検を強化し、事務部とも
連携した未然防止対策を積極的に行う。
・緊急時の迅速かつ的確な対応と連絡（一斉
メール配信）を行う。

⑤危機管理意識の向上

・地域に出向いての学校全体あげての継続的
なボランティア活動や地域との交流活動に取
り組む。
・学期ごとにボランティア週間の設定し、プチ
ボランティアに取り組ませる。

○進路指導

・すべての教科等、学校行事を通して、夢や目
標について自ら考えさせる時間や場面を設け
る。

④希望進路実現１００％達成

具体的方策

教
育
活
動

⑥部活動の推進とボランティア活動の充実

教
育
活
動

具体的方策

・日々の活動をとおして、部活動の意義や効
果等を理解させる。また、未加入者に対し、担
任・学科の連携により加入促進の指導に努め
る｡
・日々の練習により体力・技術の向上に努め
るとともに、練習試合等をとおして競技力向上
を図る。



領域 評価項目
評価の観点

（具体的な評価項目）
具体的目標 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学校行事の精選と効率的運営が
図れたか

・講演会等の行事の精選を行う。
・体育祭・文化祭等の企画内容・役割分担
の見直しを行う。

Ａ

・会議や研修等の設定については、水曜日をベー
スに行うことで、他の曜日や定期考査の午後の時
間帯に余裕を持たせることができた。
・体育祭や文化祭の準備期間を、昨年度より短くし
たが、効率的に準備が進めることができた。

・キャンパス単独での行事や合同での行事開催に
向けて、両キャンパス間の連携を密に行い、行事の
精選と効率的運営をさらに進めていく。

部活動指導の効率的運営が図
れたか

・適切な部活動休養日の設定を行う。
・顧問間での指導日の連携を行う。

Ａ

・部活動に週当たり２日以上の休養日を設けること
と、複数顧問配置により、効率的なメリハリのある
部活指導がなされている。
・部活動の休養日が増えた影響からか、時間外業
務時間は、月平均３５時間と昨年度より、５時間程
縮減できた。

・部活動の効率的運営がなされつつあるが、部活
動によっては、指導時間や指導方法の偏りが見ら
れる。次年度は働き方改革の観点から是正を図り
たい。

　●は共通評価項目、◎は共通評価項目のうち特定課題、○は独自評価項目

・各部活動、週当たり２日以上の休養日を設
定し、効果的な指導方法の展開を図る。
・複数顧問の交代での指導体制を推進する。

具体的方策

⑦働き方改革の推進

学
校
運
営

●業務改善と教職員の
働き方改革の推進

・生徒に必要な行事の観点から精選を行い、
企画・準備等の負担を減らしていく。
・準備期間の長い行事の内容と役割分担で負
担の分散を行うよう見直しを図る。

　本年度は、農業クラブ活動（農業クラブ県大会発表部門での躍進)や地域と連携した研究活動・交流活動（農業文化祭や生産物販売会、公開講座等での教育内容のＰＲ）等、大いに評価できるものもあった。しかしながら、服装や頭髪を含めたマ
ナー指導の取組、そして、基礎学力の向上と定着等、工夫・改善を要するものもある。目標とする進路保障は確実に行うことができた。部活動等では、カヌー、太鼓部等で結果を残すことができており、今後のさらなる活躍が期待される。働き方改
革については、部活動指導の面で工夫改善が見られ、時間外業務時間は、月平均３５時間と職員の意識が高まりつつある。次年度は、さまざまな課題に検討を重ねていき、欠かすことができない取組や評価できるものについては継続的に取り組
む一方、精選すべきものや改善が必要なものは、廃止を含め、十分な見直しを行なったうえで取り組んでいきたい。


